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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は①A-QOA（活動の質評価法）学習者の評価スキルの検証等を行う教育
システムの構築，②A-QOAの教育システムの効果の検証，③教育を通してA-QOAの大規模データ収集により評価法
の特性を分析することの3点とした．
①については，評価スキルのフィードバックシステムを作成し，評価者のより正確な評価につながるような教育
システムを作成した．②については，座学での研修よりも，実践でA-QOAを活用して，その結果を実感すること
が，臨床実践能力を高めるために重要なことが明らかとなった．③については，活動の質には認知症の重症度，
馴染み等が影響することが確認された．

研究成果の概要（英文）：The objectives of this study were three points: (1) to create an educational
 system to verify the evaluation skills of A-QOA (Assessment of Quality of Activities) learners, (2)
 to verify the effectiveness of the A-QOA educational system, and (3) to analyze the characteristics
 of the evaluation method through large-scale data collection of A-QOA .
For (1), we created a feedback system of evaluation skills, and created an educational system that 
leads to more accurate evaluation for the evaluators. Regarding point (2), it was clarified that it 
could be more important to utilize A-QOA in practice and to feel the results than in classroom 
training in order to improve clinical practice skills. For (3), it was confirmed that the severity 
of dementia, familiarity, and other factors would affect the quality of activities.

研究分野： 作業療法

キーワード： A-QOA　認知症　作業療法　観察評価　QOL　活動

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究から，臨床実践能力を高める教育は座学だけでなく，臨床での実践が重要であることが明らかとなった．
このことは，臨床教育の重要性が再認識される結果であり，重要な結果と考える．
また今回，活動の質評価法の教育システムの作成を行い，多くの作業療法士等の医療職種への研修システムが構
築できた．これは今後，認知症高齢者への臨床の質を高める評価である活動の質評価法の普及につながる貴重な
機会であった．
そして，活動の質の特徴を明らかにできたことは，今まで臨床知で語られていたなじみや重症度の影響について
データで結果を示すことができ，意義ある調査になったと考える．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
認知症高齢者は記憶障害，言語障害等から，自己の心理や意思表出に困難が伴い，本人主体の

ケアや支援に苦慮することが多い．そのため，申請者らはこの問題の解決に向け，活動の質評価
法（Assessment of Quality of Activities; A-QOA）を開発してきた（表 1 A-QOA の評価項目と基
準）．本評価法は活動から引き起こされる本人に対する心理社会的効果を観察から評価する．評
価法の開発が進み新たな課題として，認知症高齢者に対して本人主体のケア実現に向けて，A-
QOA の普及のための教育や評価法の特性の分析が必要と考えた． 
 

表 1 A-QOA の評価項目と基準 

評定基準 4 点：例外的に観察される． 3 点：観察される． 
     2 点：観察されるが限定的． 1 点：観察されない． 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は①A-QOA の教授，学習者の評価スキルの検証等を行うことで教育システムの

構築，②A-QOA の教育前後での調査から教育システムの効果の検証，③教育を通して A-QOA の
大規模データ収集により評価法の特性を分析することの 3 点とした． 
 
３．研究の方法 
①教育方法の策定：評価スキルの検証等を行うことで教育システムの構築 
 先行研究で作成してきたマニュアルの草案を教育ツールのベースとした．また，実践的な教育，
効果的学習に向けて，実際に認知症高齢者の活動場面の動画を収集し，編集し，研修での観察評
価に用いた．さらに，効果的な学習を促せるフィードバックシステムを作成するために，データ
のフィードバックのシステムの作成を行った． 
 A-QOA は観察による評価であるため，個人によるバラつきや特徴的な観察視点がある可能性
があると推測された．上記特徴を把握したうえで，適切なフィードバックを行うことが，バラつ
きを減らし評価の質の向上につながると考えた．研究協力者が取得したデータを用いて，そのデ
ータの妥当な範囲を検証し，その結果からフィードバックするシステムを構築した． 
 
②教育前後での調査から教育システムの効果の検証 
 対象者は A-QOA 研修会を受講した作業療法士とした．対象者には 2 日間の A-QOA 研修会を
受講してもらい A-QOA の評価を説明し，動画を利用して評価の実施練習を行った． A-QOA 研
修会の後に受講者は A-QOA を臨床で使用し，3 か月後までに 20 回以上の A-QOA の評価の経験
を積んでもらった．つまり，研修での評価体験をし，その後，実臨床場面で A-QOA の評価を実
施するという経験をしてもらった． 
 受講前・後・受講後 3 か月後に調査を実施した．調査の内容は，本教育システムが臨床実践能
力に効果があるかを調べるため，研究対象者の実践への満足度，臨床における対象者視点の程度，
臨床で活動を用いる技能の自己認識の 3 点について聴取した．これらの質問項目は，The sense of 
competence questionnaire（SCQ）の支援者として自身のパフォーマンスの満足度の 12 項目，VIPS
フレームワークシート（パーソンセンタードな視点の指標）の 8 項目，A-QOA 受講者のアンケ
ートから得られた A-QOA 研修会受講後に実践で向上すると考えられる技能 6 項目（A-QOA の
技能）の合計 26 項目で構成した．回答は，各質問の同意の程度を 4 件法（同意できる，やや同
意できる，やや同意できない，同意できない）で答えてもらった． 
 
③A-QOA の特性の分析 
 研究協力者の所属施設等を利用している認知症のある人を対象に，臨床で行われている活動
について A-QOA を用いて評価した．それらの活動は，①本人にとって意味があり効果がある活
動，②効果の少なく意味の少ない活動，の 2 つとし，A-QOA を用いて観察評価した． 



 集積した A-QOA のデータから，本課題では１）認知症の重症度による A-QOA の影響，２）
観察した活動に関わるなじみの要素（環境・人・活動）が A-QOA に与える影響，３）評価者（研
究協力者）が考える対象者にとっての意義と A-QOA の結果との関係について分析をした．  
 
４．研究成果 
①教育方法の策定：評価スキルの検証等を行うことで教育システムの構築 

29 名の研究協力者 1 名あたり 20 例の評価データを提出してもらい，合計 570 例のデータが得
た．データの適合度の分析には Rasch Model を用いた．データの適合度の判定基準として，5～
10％程度の不適合のデータを検出できる基準値を設定すべく基準値を探索した．Rasch Model の
結果の Outfit Mean-Square の最大値を基準とすると 1.6 で 64 データ，1.7 で 40 データが不適合だ
った．このデータ分析結果から Outfit Mean-Square が 0.5-1.7 であることを許容範囲とした．この
結果を用いて，分析結果のフィードバックシステムを作成し，許容範囲を逸脱するデータに対し
てフィードバックを行い，評価者のより正確な評価につながるような教育システムを作成した． 
 このような観察評価の教育システムの構築はあまり類のないシステムであり，妥当なデータ
の収集ができる評価者養成に寄与できる新規性の高いシステムと考える． 
 
②教育前後での調査から教育システムの効果の検証 
 対象者は A-QOA 研修会に参加した 86 名の作業療法士であった． 
 SCQ を研修前・後と 3 か月後の 3 つの時系列で比較した結果，12 項目中 9 項目で有意な差が
認められ，研修会後に臨床実践能力が高まっている結果であった．下位検定から，研修前と研修
3 か月後の間に 9 項目で有意な差がみられた．一方，研修会後から 3 か月後の間には 4 項目，研
修前・後での比較の結果は有意な差が認められなかった． 
 VIPS の項目を研修前・後と 3 か月後の 3 つの時系列で比較した結果，8 項目中 4 項目で有意
な差が認められ，研修会後にパーソンセンタードな視点が高まっている結果であった．下位検定
から，研修前と研修 3 か月後の間に 4 項目で有意な差がみられた．一方，研修会後から 3 か月後
の間には 3 項目，研修前・後での比較の結果は 1 項目のみ有意な差が認められた． 
 A-QOA の技能を研修前・後と 3 か月後の 3 つの時系列で比較した結果，6 項目全てで有意な
差が認められ，研修会後に A-QOA で引き出される技能が高まっている結果であった．下位検定
から，研修前と研修 3 か月後の間に 6 項目全てで有意な差がみられた．一方，研修会後から 3 か
月後の間には 5 項目，研修前・後での比較の結果は 1 項目のみ有意な差が認められた． 
これらの結果から，A-QOA 研修会の座学での研修よりも，実践で A-QOA を活用して，その

結果を実感することが，研修受講者の実践能力やパーソンセンタードな視点の向上につながる
ことが示唆された．そのため，臨床家の教育は座学や模擬的な演習のみならず，それらを現場で
活用することが，臨床家としての実践能力を高めるためには重要なことが明らかとなった． 
 
③A-QOA の特性の分析 
 分析対象者は認知症のある人 619 名の 1228 活動であった．対象者の属性と活動の種類を表 1
と 2 に示す．対象者の年齢は 84.0±8.2歳であった． 
 
表 1 対象者の重症度        表 2 活動の種類 

 
 
 
１）認知症の重症度による A-QOA の影響 
 認知症の重症度による A-QOA の結果への影響を分析した結果，A-QOA の総スコアの指標と
なる Probit 値において軽度，中程度，重症間の 3 群間で有意差が認められた．また下位検定にお
いても全ての群間で有意差が認められ，重症になる程 A-QOA の数値が低くなることが明らかと
なった．つまり，認知症が重度になると，活動を行った結果としての反応が乏しくなり，また対
人交流なども減少しやすいことを示した結果であると考えられる． 
 
２）観察した活動に関わるなじみの要素（環境・人・活動）が A-QOA に与える影響 
 環境・人・活動の 3 種類のなじみの要素について A-QOA の結果に与える影響を比較した．活
動に伴う環境・人・活動それぞれの経験の有無によって分けた群間で比較した．全ての要素で経
験があることが A-QOA の得点に有意に影響することが分かり，経験があることが活動中の良い
状態を引き出すことが確認できた．なじみが認知症のある人に重要であることは言われている
が，本研究ではデータから環境・人・活動というなじみの要素が認知症のある人に良い影響を及
ぼすことを証明した貴重な結果であると考える． 
 



３）評価者（研究協力者）が考える対象者にとっての意義と A-QOA の結果との関係 
 評価者に行われた活動が認知症のある人本人とってどの程度意義があると判断されるかにつ
いて質問をし，リッカートスケールの 5 件法で回答を得た．「本人にとっての意義 」を評定不能
と判断した 59 場面を除き，1169 場面を分析対象とした．A-QOA の合計点と，観察者が判断し
た「本人にとっての意義 」の相関係数は 0.74 であり，強い相関関係 が認められた．このこと
から，A-QOA は評価として観察者が感じている本人にとっての意義をより客観的な手法で数値
化できる可能性が示されたと言える． 
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